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詞とする佐久間鼎（19402：235－238）等に分かれる。   
本稿の筆者も沼田善子（1986：177－178）では，（1）（2）のような「でも」に  
ついて，「で」と「意外」のとりたて詞「も2」に分析できる可能性は示唆した  
が，一語のとりたて詞とするか否かについては保留した。   
ここでは，改めてこの「でも」（便宜上，以‾Fではこの「でも」を意外の「で  
も」と呼ぶ）を取り上げ，「でも」を中心に「でさえ」「でだけ」等をも視野に  







ご 本稿では1956年刊行の『現代日本語法の研究』（恒星社厚生閣）を参照した。  
i沼田（1986：157－158）を参照されたい。   






にせよ，これらの研究では「でも」はm一一一形態素として扱われる。   
一方，倉持保男（1971：531），阪田（1971：532）が指摘するように，海沢  
（1953：273）は，これらの「でも」を「で」と「も」に分ける。また，佐久  




（4）a．定価は 二百円貨旦〔二百円デアツテモ〕高いとは いえない。  
b．さんしょうは 小粒王立〔小粒デアルケレドモ〕 からい。  
c．米は 重要な 食品竺旦〔食品デアルケレドモ〕 それだけでは  













1湯沢（1953）は「厳重でも」等を「形容動詞」とする。   
「でも」か「で」と「も」か  
瞞「だ＋と【）たて詞」の諸相－  39  
察対象の指定をことさら表し，この心的プロセスを支援・強化する」（同：248）  
と述べられる。また，本稿で扱う「でも」は，判定詞「で」に「意外」の「も」  

























（6）ブラジルはさすがに遠く，飛行機でもまる1日以上かかる。   
























5 定延（1995：253－254）では，これも指定の助動詞に「確定回避」の取り立て助詞  
「も」が後接したものとして「で」と「も」を分けるが，本稿では後述する述語動  
詞への後接可能性等から，これを一語の「でも」として「選択的例示」のとりたて  
詞「でも」と考える。   
「でも」か「で」と「も」か  
蘭「だ＋とりたて詞」の諸相－   
（8）たまには，彼女と映画旦も∠く三雲透見に行こう。  
41   
このことから，「も」の任意性の観点からは，「意外」の「でも」が一形態素  
の可能性が高くなる。ただし，「も」の任意性については，次の点を踏まえる  
必要がある。   
倉持（1971：531）が指摘するように，ここでの「でも」は「逆接条件の接  





















ー これに関する議論の詳細は沼田（1986b），沼田（2006：140－146）を参照されたい。   

















b．高度200メートル以上の現場での作業は，ベテランのとび職人王立∠   
であっても緊張した。   
こうした「意外」の「でも」が，（11a）（11b）の「ても（でも）」に連続す  
る点，また，これらが形容詞，動詞の中止形にとりたて詞「も」が後接したも  
のと考えられる点については，先に見たとおりである。   
（11）a．体調が少々悪く王立，試合に出場する。  
b．転んでもただでは起きない。  
7 勿論，「も」を削除し代用形を元に戻した「明日の旅行は雨天であれば決行します。」  
は意味的には不自然になるが，文構成自体は成立する。   
「でも」か「で」と「も」か  








b．高度200メートル以上の現場での作業は，ベテランのとび職人王立∠   
なのに緊張した。  
5．述語代用「だ」かcopuIa「だ」か   
これまで，意外の「でも」が，「で」にとりたて詞「も2」が後援したものと  
して分析できる可能性が高いことを見てきたが，ここでは，「も2」に先行する  













ないだろう。   
（12）の各々の「でも」は，それぞれ述語「食べても」「通っても」「結婚し  
ても」の動詞中止形「食べて」「適って」「結婚して」が，述語代用「だ」の中   
沼 田 貴 子  44  








（12”）a．彼は鰻を食べないと力が出ないが，僕は鰯の丸干しを食べてでも   
頑張れる。  






の例では，「で」が代用する述語は考えにくい。   
この際，（12）の場合は，述語代用「だ」の中止形「で」に「も」が後接し  
たものと考え，（12’）（12”）は別の可能性を考えるというのは，合理的ではな  






跨まえ，この「て」に後接する「で」をcopulaの「で」とする。   
本稿でも田川（2005）の考察を支持し，ここでの「で」をcopula「だ」の  
中止形と考えておく。  
8 詳しくは田川（2005：7－10）を参照されたい。   
「でも」か「で」と「も」か  
岬「だ十とりたて詞」の諸相…  45  








£ 太郎と空包宣強衷の相手チームと互角に戦えなかったo  
g．太郎と王立史強豪の相手チームと互角に戦えなかった。  












次に「でも」の文中での分布について見てみたい。   
「選択的例示」の「でも」は次の（12）のように述語連用形に後接する位置  
に現れることができるが，（13）に見るとおり「意外」の「でも」はこの位置  
への分布は難しい。   
（14）a．新しい資料が見つかり笠思しない限り，これ以上の議論の進展は望   

























れるのである。   
（16’）a．＊このマジックなら，素人の僕三豊廷やってみようという気になる。  
b．＊好きなもの三塁廷よく噛んで食べる0  
（17）a．この間題は僕でも解いた。   
「でも」か「で」と「も」か  
－「だ十とl）たて詞」の諸相－  47  

























1「意外」の「でも」は，「で」と「も」に分析できる。この際，「で」は   
copula「だ」の中止形「で」であり，「も」は「意外」のとりたて詞「も2」  
である。   
2 いわゆる「意外」の「でも」は，「でさえ」同様，他のとりたて詞が「で」   
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研究』（2007）に掲載された論文に加筆，修正したものである。   
